
別記第１号様式（実施要領第５条関係）

未来型（スマートDX）果樹栽培技術推進事業 実施（変更）計画書

第１　事業概要

【目的】

第２　事業内容

（１）事業内容

a カ所

第３　支出計画

市町村

＊１項目以上を設定

＊省力化の例：作業時間、作業負荷

＊経済性の例：導入経費、収量比較、収益（等階級率の比較）

＊普及性：産地での普及の目標

計画
実績

省力化

経済性

普及性

令和　　年産 令和　　　年産
項目 検証方法

計
0

第４　目標

現状 目標

（１）目標値

実績
計画
実績
計画

実績
計画
実績
計画
実績
計画

補助対象
事業費

負担区分

実績
計画

単
位

事業主体 代表者

実施市町村

具体的方法 面積 カ所数品目 実証内容

作物名
 対象農家数

(戸)
受益面積

（a）

事業費
（円） 県補助金

項目
計画
実績

単価
（円）

数量内容 費目
その他

実績
計画



（２）目標達成までの計画

第５　実証内容

（１）実施体制（プロジェクトチームの構成員）

（２）検討会等の推進計画

（３）実証調査計画

第６　事業実施予定年月日

     令和　　　年　　　月　　　日着手（予定）

     令和　　　年　　　月　　　日完了（予定）

添付資料
１　事業主体の規約（事業主体が農業協同組合の場合を除く）
２　事業費の内訳（見積書等）
３　規模決定根拠（カタログ、仕様書等）
４　実施体制（構成員）体系図
５　その他

内容 実施時期 会場・場所 参集範囲

実証区分
実証区

対照区

調査計画

調査項目 調査時期 調査方法

実証園
園主名 所在地

品種・作型

所属・職名 氏名 備考

所在地
対照園

園主名

品種・作型

２年目

（令和　　年）

３年目

（令和　　年）

実証内容・検討内容実施年

１年目

（令和　　年）



別記第３号様式（実施要領第７条関係）

未来型（スマートDX）果樹栽培技術推進事業 実績書

第１　事業概要

第２　事業内容

（１）実証ほの設置状況

（２）検討会・実証調査等の実績

（３）目標の達成状況

＊１項目以上を設定

＊省力化の例：作業時間、作業負荷

＊経済性の例：導入経費、収量比較、収益（等階級率の比較）

＊普及性：産地での普及の目標

内容・結果

備考
（達成できなかった理由等）

普及性

現状

令和　　年産

目標

令和　　　年産

実績

省力化

経済性

項目
令和　　　年産

実証区分
実証区

対照区

実施時期 会場・場所 参集範囲

実証園
園主名 所在地

品種・作型

対照園
園主名 所在地

品種・作型

作物名
 対象農家数

(戸)
受益面積

（a）

事業主体 代表者

実施市町村



第３　支出実績

市町村

第４　事業実施年月日

     令和　　　年　　　月　　　日着手（予定）

     令和　　　年　　　月　　　日完了（予定）

添付資料
１　支払いを証明する書類
２　検討会や実証調査の内容がわかる資料、実証調査の結果がわかる資料
３　その他

数量
単
位

事業費
（円）

補助対象
事業費

計
0計画

実績

実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画

負担区分
県補助金 その他

項目 内容 費目
計画
実績

単価
（円）



別記第４号様式（実施要領第８条関係）                                                                                                        

未来型（スマートDX）果樹栽培技術推進事業 実施状況報告

事業主体名 （代表者名）

実施市町村名

第１　事業概要

第２　活動状況

第３　成果目標と進捗状況

第４　第３に至った理由等

（令和　　年産）

１年目

（令和　　年産）

２年目 ３年目

省力化

（令和　　年産）

普及性

経済性

１年目

２年目

３年目

目標の進捗状況の理由・今後の方針

 対象農家数
(戸)

栽培面積
（a）

対象作物

実施年

１年目

（令和　　年）

結果

（研修会、実証調査、実証園主の反応等） （実証内容・方法の変更計画、課題の解決策の検討、地域への推進計画等）

２年目

（令和　　年）

３年目

（令和　　年）

項目 現状（計画時） 目標

（令和　　年産） （令和　　年産）

実証内容・検討内容 次年度の計画


